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いよいよ来週トライやる・ウィークが始まりますね。１年生の頃から、職業調べやキャリア学習なども含

め、たくさんのことを準備し、学んできました。このトライやる・ウィークの５日間が有意義な活動となるよう

に次のことを心がけて、前向きに取り組んでください。 

  

１） 『あいさつ』はしっかりと 

      第一印象がとても大事！ 「○あかるく ○いつも ○さきに ○つながる」 

２） 『返事』はハキハキと 

      名前を呼ばれたら、「はい」とはっきり返事をしましょう。 

      何か指示をされたときに黙ってうなずくのも失礼です。 

３） 『聞く姿勢』を大切に 

相手の目を見て、話を聞きましょう 

４） 『素直な心』で対応しよう 

      間違えたら謝る。自分勝手な判断をせずに確認をしましょう。 

５） 『感謝の心』を忘れずに 

      事業所の方は、自分の仕事で忙しい中、みなさんを指導してくれます。 

      何かしてもらったならば、「ありがとうございます」と感謝の言葉を伝えましょう。 

 

トライやる・ウィークだからと何か特別なことをする必要はありません。意識しないといけないのは普段

から保護者の方や先生、周りの大人がよく注意し、アドバイスされていることではありませんか？ 

 特に保護者の方が、普段からみなさんが社会に出ても通用するような人になってほしいと願いをこめて、

伝えていることを思い出してください。人のアドバイスを『素直な心』で受けとめ、態度や行動で表すこと

が、トライやる・ウィークでの成功につながります。 

  

 

 

◇トライやる・ウィーク後の事後学習について 

【トライやる・ウィーク後の予定】 

① ６月２日（月）～６日６日（金） トライやる・ウィーク実施期間  

② ６月９日（月）①時間目     トライやる・ウィーク事後指導  

持ち物：トライやるファイル、記入済みの活動日誌 

③ ７月８日（火）⑤⑥時間目    トライやる・ウィーク発表会 （※１年生向けに発表） 

 

【トライやる・ウィーク後に取り組む内容】 

これまでのキャリア学習や体験活動とトライやる・ウィークでの学びを結びつけ、体験した

職業について、これまで学んだ知識や実際の体験を踏まえて、 

・「将来、この仕事はどのように変化するか」 

・「自分ならこの職業でどのような取り組みを行うか」 

・「この仕事にはどんな能力が必要になるか」 

といった視点でレポート作成や発表会の準備を行います。 

 

（事後学習やることリスト） 

①「お礼状（はがき）作成」…お世話になった事業所の方へ感謝の気持ちを伝える。 

②「レポート作成」…トライやる・ウィークの体験をまとめ、学習発表会で掲示します。 

③「トライやる発表会へ向けた準備」 

→発表方法（劇・クイズ・プレゼンなどの形式でステージ発表） 

→発表時間（５～７分程度） 

→内容 ・地域社会での体験学習を通じて学んだことや挑戦したことを共有し、成長した

姿や学びの成果を発表する。 

・１年生を招待し、来年度のトライやる・ウィークへ向けて具体的にイメージを持っても

らえるよう、先輩から後輩へ今回の経験を伝える。 

 

 

～お知らせ～ 

① 万博訪問の写真販売について 

   先日『インターネット写真販売のご案内』というプリントを配布しております。そのプリントに記載の

ＱＲコードを読み取りますと、万博訪問のときの写真が閲覧できます。購入期間は５月３０日（土）

～６月１３日（金）までとなっております。 

 

② 中間テストのプロフィールについて 

    テストプロフィールを子どもたちに配布しております。テストの結果を確認していただき、保護者の

コメント欄に記入をお願いします。トライやる・ウィーク明けの６月１０日（火）までに提出していただ

きますよう、よろしくお願いします。 

 


